
米国精糖工場で大規模な粉塵爆発事故発生

本年２月７日朝７時、米国ジョージア州ポート・ウェントワースにある Imperial
Sugar Co.の精糖工場で大きな爆発・火災があり、１３名が死亡、６名が重体、約６０

名が病院へ搬送された。事故原因は、CSB（米国化学物質安全性調査委員会）が調査中

であるが、梱包前の砂糖を貯蔵するために空気輸送しているサイロ地下部分での粉塵爆

発とみられている。「破壊状況が酷く、原因調査は不可能である。」や「小さな爆発が起

き大きな爆破が続く前に、幾つかの安全装置の故障があった。」との報道もある。この工

場では、数週間前にも小さな粉塵爆発事故を起こしている。

火災によって、二つのサイロからスラリー状の溶けた砂糖が流れ出て固化し、コンク

リートのような固い山を作ったため、これを重機で切り崩す作業に手間取り、消火に１

週間を要した。また、火災は、サイロの地下奥深く１０～１２フィートまで延焼し、消

防隊は複雑な掻き出し作業に苦労させられた。

OSHA（米国労働安全衛生庁）では、大量の砂糖ダストが発生する工場を、選炭業、

プラスチック製造業、医薬品製造業、花火製造業と同じ分類の危険場所に指定している。

OSHA は、この事故の後に、粉塵爆発の恐れのある工場に検査員を派遣するとともに、

約３０，０００の企業に、可燃性ダストの危険性を検討するよう、レターを発送した。

レターには、労働省の「安全と健康に係る情報告示（Information Bulletin：基準や規

則ではなく、法的義務の生じない勧告）」として”産業における可燃性ダスト：火災と爆

発の防止と被害の軽減”が添付されており、これには、粉塵爆発の防止と被害軽減のた

めの一般的注意事項が書かれている。

CSBの勧告にもかかわらず、OSHAが粉塵爆発の防止に関する新たな法律の作成に動

かなかったことが非難されている。可燃性粉塵に関連する１７の異なるスタンダードが

有り、今の法律では、数千の薬室に一発の銃弾を込めた銃でロシアンルーレットをやっ

ているようなものと揶揄されている。適用の選択を企業の自主性に任せた勧告ではなく、

強制力のあるルール作りが請願され、現在、”Combustible Dust Explosion and Fire
Prevention Act of 2008 ”が、下院教育及び労働委員会で審議されている。

CSBは、米国で度々、粉塵爆発による多数の死傷者を伴う事故が起きていることから、

代表的な大事故の調査結果を総括した報告書をインターネットで公開しているので、可

燃性粉塵を取り扱う事業所の方は、是非一読していただきたい。この報告書によれば、

１９８０年から２００５年の２６ 年間で２８１ 件（CSB で把握できた件数）の粉塵爆

発が発生し、死者１１９名、負傷者７１８名を数えている。また、以下の大きな災害の

概要や関連する法令、基準類について紹介している。

①２００３年１月２９日、ノースカロライナ州キンストン市 West Pharmaceutical
Services, Inc.におけるポリエチレンダストの爆発（6名死亡、３８名負傷）

②１９９９年 2月２５日、マサチューセッツ州 スプリングフィールド Jahn Foundry
Corporation の鋳造工場における樹脂ダストの粉塵爆発（3名死亡、9名負傷）

③２００３年 2 月２０日、ケンタッキー州コービン市 CTA Acoustics, Inc.におけるフ

ェノール樹脂の粉塵爆発（ 7名死亡、３７名負傷）

④２００３年１０月２９日、インディアナ州ハンチントン市 Hayes Lemmerz



International-Huntington, Inc.における集塵機内アルミ粉末の粉塵爆発火災（1名死

亡６名負傷）

⑤１９９５年１２月１１日、マサチューセッツ州メシュエンMalden Mills におけるナ

イロン繊維の粉塵爆発火災（３７名負傷）

⑥１９９９年 2 月 1 日、ミシガン州ディアボーン近郊 Ford River Rougeの発電所にお

ける炭塵爆発（6名死亡、３６名負傷）

⑦２００２年 5 月１６日、ミシシッピー州ヴィックスバーク Rouse Polymericsのゴム

・リサイクルプラントにおけるゴムの粉塵爆発（5名死亡、7名負傷）

一部の大きな事故については、個別の調査報告書が CSB や OSHA 等から公開されて

いるので、類似の業態の方は、参考にしていただきたい。

日本でも、粉塵爆発による大きな事故が度々発生しており、１９５２から２００１年

の５０年間で２９８ 件の粉塵爆発事故が発生、死者１１７名、負傷者６１１名（松田東

栄、防火･防爆対策技術ハンドブック）を数えている。

粉塵爆発は、可燃性の粉体の発生する全ての場所で発生する可能性があり、危険物施

設においても毎年のように数件の粉塵爆発事故が起きている。金属粉末（粉末製造、研

磨等）、硫黄、木材ボードを取り扱う業種で事故事例が多く、特に、マグネシウムやアル

ミニウム等の金属の粉塵爆発のほとんどが死傷者を伴う事故となっている。また、小規

模な初期爆発によって、建屋内に堆積した大量の可燃性粉塵が二次、三次爆発を起こし、

工場全壊に至る典型的な最悪シナリオの例として、平成１９年３月に、新潟県で発生し

たセルロース誘導体製造設備での爆発がある。粉体仕込時や集塵機での爆発事例も多い。

小麦粉が粉塵爆発を起こすことがよく知られているように、燃える物の粉末のほとん

どが粉塵爆発の危険性を持っています。工場の梁や柱の上に安息角いっぱいに粉塵が堆

積し、装置や天井裏にも粉塵が積もっている例をよく見ますが、地震時にこれらの粉塵

か落下、舞い上がったときに爆発の可能性はありませんか。粉塵爆発の事象はよく知ら

れていますが、身近な危険性については無関心ではないですか。粉塵爆発の恐ろしさを

事故事例で学び、原因と対策を検討することは重要です。当協会では、危険物等事故関

連技術情報提供事業の中で、危険物施設における事故事例と対策に関する教育用スライ

ド約３２０枚を提供していますが、さらに、粉塵爆発事例と対策に関するスライドを約

６０枚作成し、提供しておりますので、当ホームページの案内をご覧の上、ご利用をご

検討下さい。
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